
富山県土木部DX推進方針 概要版

DX推進方針の概要

少子高齢化やインフラの老朽化が急速に進行する中、建設業での担
い手不足が深刻化し、また県など地方公共団体でも技術職員が減少してい
ます。その中でも、近年、頻発化・激甚化する自然災害や急速に老朽化が
進行するインフラ施設の維持管理等に対応し、持続可能な土木行政サービ
スを提供していくためには、ＤＸなどを活用して働き方改革・生産性向上
していくことが喫緊の課題となっています。県土木部技術職員が担当する
業務は工事の設計積算・監督・公物管理など多岐にわたり、これらの業務
でＤＸを進めるためには、多くの費用と長い時間がかかることから、ＤＸ
を段階的に効率よく進めていくための指針となる「富山県土木部ＤＸ推進
方針」を策定しました。

土木部の若手・中堅職員により、現状課題と20年後の働きたい環境
（将来像）を検討する場として土木部DX推進WG（ワーキンググループ）
を開催し、DXと働き方改革の視点も取り入れた「富山県土木部DX推進方
針」を策定しました。
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全体版はこちら

1.土木部働き方改革チーム 2.工事管理等DXチーム 3.建設業生産向上チーム

土木農林DX・働き方改革プロジェクトチーム

「DX」と「働き方改革」の視点を取り入れた

土木部DX推進WGで
「DX」「働き方改革」の両面を検討

土木部DX推進WG

「富山県土木部DX推進方針（仮称）」 を策定

DX推進方針の基本方針

土木部における4つの現状課題に対して計10個の解決手法を抽出し、将来のありたい姿を「1.生産性の向上」「2.働き方改
革の促進」「3.県民サービスの向上」「4.危機管理能力の強化」とし、これを富山県土木部DX推進方針の基本方針と定めます。

【DX施策例】

【土木部の1人当たりの業務量】

既往資料の電子化など

デジタル環境の改善など

電子データによる情報共有など

外部講座の受講など

ＡＩ技術の応用による設計書作成等の効率化など

遠隔臨場等リモート技術の拡大など

各種データのオープン化など

各種申請・届出のオンライン化など

ＡＲを活用した災害記録の伝承など

新技術を活用した点検等の効率化など

1.職場環境の改善

2.お互いさまな執務体制の構築

3.継続的なDX人材育成

1.データの一元化

2.基本業務の標準化

3.技術・システムの活用

1.住民向けサービスの高度化

2.行政手続きの効率化

1.防災情報システムの強化

2.現場作業のサポート

1.生産性の向上

2.働き方改革の促進

3.県民サービスの向上

4.危機管理能力の強化

現状課題 ４つの柱 解決に向けた手法

【現場・施工管理】
情報の分散、非効率な

アナログ業務

【職員・職務環境】
アナログな働き方、
属人化した業務

【県民への情報提供】
アナログ、煩雑な手続き

【災害時における対応】
人員不足、非効率な情報

共有

ありたい姿

持
続
可
能
な
土
木
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

14
施
策

計37施策

例：過去の記録確認が手間

例：業務の引継ぎが手間

例：移動・待機時間が発生

例：現場の情報共有が遅延
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37のDX施策におけるBefore（現状・課題）からAfter（効果）を記載

趣旨

経緯

https://www.pref.toyama.jp/documents/54054/dobokubudxhoushinr0803_zentai.pdf
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